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了カザエビ（ Metanetohroｐs japoncus)の

菅生裕 ’Ｉ 江川 公明 Ｉ゙

深海龍網漁業の重要対象種であるアカザエピMlfaｓｓμΓ１μμJ》al.･cusの

漁具|こ対する行動を観察し．漁具の改良とアカザエピの生態に關する知見を得るこ

とを目的として.1986年５月26日に “しんかい2000¨による潛降調査を実施した．

今回の濳降調菱・観察では．水深250 ～3J5  mの梅底でアカザエピを発見・着底

して．龍網を海底に静置し.65分と69分の２回の観察を行った．

アカザエビは十数メートルの距髞をおいて巣穴又は海底の岩棚IC単体で存在し，

I･しんかい2000 ”の灯火の照明範囲では，籥網から一定の距霆（約５ｍ）以内には

接近しなかったが，光の彫になる癇の後方からは，籠喟IC接近・接触した．

また，龍網内に垂下した餌袋の中の冷凍カタクチイワシから誘引物質が拡散し，

下流から龍網|こ接近・接触した．

このことから．フカザエビは灯火|こは負の走性，餌料には正の走性を有すると判

定した．
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On  May  26, 1986, we conducted  a submerged  investigation by SHJNKAl

2000  based on  observation of the behavior of Mefanephrops  /aponicus, an

important  deep-sea pot fishery species, for the purpose of improvement  of

fishing gear and obtaining information on M. Japonicus's mode  of life.

M.  fapomcus  was  found  at water  depths of 250-315 m. When  the sub-

mersible reached the bottom, a pot was  set out on the sea bottom  and twice

observed  for periods of 65 and 69 irunutes.

M  faponicus was found  to live solitarily in dens or under rocky ledges at

intervals of  10 m  or so. It showed  a negative taxis response to the light of

SHINKAI  2000  and  a  positive taxis to the bait in the pot. M. faponicus

appeared  to be slightly aware of the presence of SHINKAI  2000.
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漁具に対する行動調査



1. はじめに

アカザエピは，節足助物吹甲亜綢十脚目 長尾類

アカザエ ビ科に躙 し， 太平洋岸で は千 葉県銚 子以

南日向 灘にい たる水深２００～ｊ１００ｍの砂泥底に分

布する体長 ３００ｍｍｌこ達す る深海徃のエピである

（三宅（1982 ）〕。

神奈川県 の深 海エピ籠漁業は,  1962 年ｎ月 か

ら小田原市山王一色漁業 協同槽合所属 の漁業者 が

試験操業を 開始し, 1963 年から企業 化してい る

（池 田（1979 ）〕。

籥 網が操 業され る以前 にも東 京鴻口 の久里浜圸

Ｘ・ 相模湾 の大破・長井 地区で深海延翻漁業の餌

付釣針にか かり水揚げされ， 相模 湾中央部の国 府

咄区 では， ’瀬の梅 ’の内 側で小型 底曳網 漁業に

にり漁獲されて いた 〔池田(  1979) 〕。

神 奈川県 水産試験 場で も1951 年 ２月の沿岸漁

麌指導船江の島丸（４０ト ン）の アナゴ･ エ ビ筆網

衢網は省エネルギー漁只であり， 資源管理型漁

業を進め るに適した漁具の一つである。この鍛姻

を用い る深海罷網漁業の重要対象蔔であるアカ,ザ

ヱピの漁具に対する行動を観察し，漁只の改良と

アカザヱピの生態|こ関 する知見を得ることを目的

としで しんかい２００【】'Ｉ による潜航調査を行い

若干の知見をえたので報告する。

本又|こ先きだって，潜水鯛査の機会をいただい

た海洋科学技術センター1ご感S剔するとともに現地

調査に際しては，同センター山田章夫司令，浜中

利夫船長をはじめ研究員，乗組貝各位iこ多大の御

援肋を賜ったことを付記し厚くお礼を申上げる。

2. 材料およぴ方法

調査海域は相模湾東 部の通称”カド沖 ’と呼ば

れる底魚漁場で，1984 年５月の調査地点 〔杉浦

ほか（1985 ）Ｊの近くの大陸棚斜面である（園１）。

調査日時 ・潛降時間は1986 年５月２６日，１０

時０４分潛降開始から14時57分浮上まで，４時

間５３分であった。着底航走調査水深は２４７ｍか

ら３１６ｍ・航走巨離は約４９０ｍ，在底時間は10

漁業試験で東京湾湾口郎久里浜沖の水深 ２００～

２５０ｍ の漁場でアカザエピを漁獲した実績があ

り，相模湾・東京湾滴口部の深海|とアカザエビが

棲息していることが知られていた。

1977 年|ては横須賀市長井町漁衆協同組合|と所

属する漁業者により深海籥網漁業が開始され，イ

パラガニモドキ£iiみadlｓａ句s41幼・ ・エソ イパラ

ガニ 戸。肖鈿。IS mult  i･ゆi，la篶 のタラバガエ科の

ガニ額を対象IC操葉, 1988 年５月からアカザエ

ピも操業対象となった｛池田<  1979) 〕。

了カザＪごピを漁疲対象と する漁船の ’漁獲資料

からみた資源の変助“ （済水ほか(1984) 〕，漁業

者 ’等の使用している漁具の’籠別漁獲性能‘〔三

谷ほか(  1984) 〕，餌料の有無|こよる籥網の ’餌

料効果¨〔三谷ほか（1984 ）jlこついては，相模

湾におけるフカザエビの生態に関 する研究として

当水産試験場より報告されている。

1984 年５月には相模湾の底魚漁場調在として

”しんかい2000 ’Ｉによる潜降調査が行われ比較

的傾斜の暖い泥の斜ｉ や岩の閼の小さな斜面の泥

の上にいるもの， また中4こは 泥の穴から頭を出し

ているものをみかけている〔杉浦ほか（1985 ）〕。

一方｡200 海里経済水城内での漁業が重要視され

この水城内の限 られた漁業資隕を有効に永続的|こ

維持する必要が再認譲される時代となり， 漁具漁

法の検討がせまられている。

Ｈ ４



時 ２５分から14 時４５分までの４時間20 分， 籠

網設置観察は， １１時０６分から12 時15 分の69

分間と１２時 ５５分から14 時 ０５分の６５分間の２

回であった（図 ２）。

鯛査は目視観察およびビデオカメラと３５・ カ

メラによる記録撮影を主体とした。

エビ龍網は底辺の直径ｌ ｍ， 高さ25．の饅頭

型のものを使用した（図３）。籠網のほゞ中央に

冷凍カタクチイワシを ステンレス裂餌袋に入れ。

とりつけた（図 ４）。

海底への持込みは，エビ籠閼を じんかい2000 ’

の前方，左舷側の採集物収納袋取付枠の上に載せ

マニ･,ピ・ レーダーで籠網に取付けたロープをつ

かむとともに。上から圧着･固定して行った。着底

後，艇の前方にエビ籠網を静置し，アカザエビの

行動を観察した（図 ５）。

3. 詢査結果

水深 ２４７～316  m の海底 は，５～１０ｍの段笹

のある階段状 の地形で，底質 が眇泥 のなだらかな

斜面が所々に広 がり， 陸上 の砂岩・ぎょう灰岩互

層と同様の地質と観察された〔高橋ほか(1977）

潜航調査中 の水深 一塩分・水温 の計測紀 録（図

６）に よると。 塩分は 表屑で34 ～36 ％。 在 底中

34% で。大 きな変化は認め られな かった。 水温

は表屑で ２０℃ ， 水深247  m の着底時は9 °Ｃ，最

深316  m は８℃，在底 観察中 の水温変動巾は１℃

であった。

（1 ） 第 １回 観察

航走図の（2）地点で，アカザエビを発見し。第１

回の龍網般置観察を行った（図２）。エピ甎網を

般置す る前に行 ったア カザエ ピの観察状 況の判断

から，アカザーエﾋﾞから約10 m離れた位置にマニ

ピュレーターで籠網を設置し，観察を継続した。

艇の観察・撮彫用の灯火を全て点灯した影響か，

ア カぜエ ビは籠網から一定の距離（約 ５ｍ）以 内

には接近 しなか った （図 ５）。

その中 に，ガニ: オオホモ ラParomola ｊａｐｏ －

ｎｉｃａ が左前方から接近，視認（約 ２０ｍ の匱i離）

後，約 ９分で翦網に到 番，籠網に接触 （写真 １），

２分後に 移動しは じめ， ５分で 艇の左後方へ 移動

視界から離れ た。 アカ ザエビは，その後も接近 せ

ず艇 を移動させ た。
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図 ２ “ しんかい20001 ’の潜航航路

I. 着底 位置　2. 籃網設置観察 位置（第 １

回 ）3. 航走　4. 範網設 翦観察位置（第 ２

回 ）5. 航走　6. 航走　7. 浮上

The di ｖing *urse  of  "SHINKAI

2000 ’

1. Ｒ）int of lhe arrived bOtt ｏｍ

２. Ｓｅtｌｉｎｇ point of tha fishing pot

and the  observation　3.  Navigate

4. Setting point of the fishing pot

ａｎｄtｈｅｏ吮１rｖａtion 5.  Navigate

6. Navigate　7.  Leave the sea

bottom

図３　籠網の形状（平面図）

The shape ｏｆ the fishing pot （the

plane ）
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図４　楠綱 見取図

Ａ　 上部入口　 Ｂ　樸側入口　Ｃ　 ステンレ

ス製餌袋

The sketch of the fishing pot

A.  Upper entrance　 Ｂ. Side entrance

C.  Bait bag b ｙ stainless steel net

が驅網に接近し，櫑綱IC登る等の行動をしめした

が，入網はしなかった（図 ７，写真２）。この問

に艇が流れのためか，少し動き，別 の目的で取付

けた採取網Ｒ:，アカザエピが乗り移ったので，採

取桐への収容採捕を目論み ’`しんかい2000 ’を

浮上させたが逃亡した。

｛31 その他の観察

ア。アカザエピの龍網に対する行動を観察中

海底に設置した龍網の中に垂下したステンレス製

餌袋（冷凍カタクチイワシ入り）|こは，端脚類

Amphipoda　 ヨコエビの仲間（ ５－前後の大きさ）

が密集するのが観察された。

４．潜航調査を行った.この海域の２５０～

３００ｍの着底水深には，プ ラｙクト ンが多く，稚

魚・レブトセフフラス・発光クラゲ等多種多様の

JAMSTECTR OEEPSEA RESEARCH　･1qs7.･
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図 ５　 ７カ ザエピ Ｍ咄・, 黝 翊夕s japo ・icsgs の 翻網に 対する行動

Ａ： 第 １回 観察， 慶の前方距 離５ｍ以内 には接 近せ ず（灯 火点灯 ）Ｂ： 第

２回観察． 艇の 後方か ら来 籠（艇 の上部前方 タリウ ムラ ンプｌ 灯 点灯 ）

Ｔｈｅ action of ＭＥｌａｓlμ 癶･Ps japonicus ｆ・r the fishing pot with

bait Ａ: The l ｓt obｓｅｒｖａtｉｏｎ; Didn ″t draw near less than ５ｍ of

the front of “S ⅢＮＫＡ１２｛｝001’（ｏｎ ｌａｍｐ）Ｂ: The 2nd observatio ・;

Came t ｏ the pot f ｒｏｍ the back of "SH1NKAI 2000jl （ｏｎ ａ

Thallium-lamp,upper front of ‘"SKNKAI 2000'･ ）

（2） 第２回観察

航走図の｛卵也点で，アカザエビを発見し，第２

回の籠網設置観察を行った（図 ２）。第１回観察

と同じく，アカザエビから約１０ｍの距離に籠網

を股置し，艇前方上郎のタリウムラｙブ１灯以外

の灯火は全て消し，観察を行った。

観察開始６分経過時にエソイソアイナメLote-

Ila maximowiczi が， 甎 の左 後方から来遊し，

籠網の左側横囗から１尾が入網した。艇の下部周

辺に数尾が集まり， 最高３尾までが同時に入鯛し

たが，漸時，在網したのち，入網時と同じ左側横

口から１尾が出網した。艇前方のアカザエピは，

タリウムランプ １灯を点灯したままのためか，あ

まり大きな移動は行わなかった。

艇の右舷後方から，前方のとは別のアカザエビ



ための縄張りがあり。団体行動はしないのではな

いか，良い漁場の海底にはべったり一面にいると

想像している」と云う。漁業者の推定｛池田

( 1979)! が，大変現況4こ近いことが実証された。

エビの行動については，餌の誘引効果（走化性）

・走触性・探究行動等として，翦綱に対する行動

が述べられている（井上（1981）・清水ほか

（ １９８０･ 杉浦ほか（1985 ）･平本ほか（1981 ）

・平本ほか｛1983｝）=三谷ほか（1984）〕が，ア

カザヱビの行動Ｒ二ついては記載がない。

フカザエビは，‘しんかい2000”の観察・撮影用

灯火の点灯では，艇前方のものは一定の距離

C約５ｍ）以内|とは接近しなかった（図５）。艇

１１７
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図 ６ ‘･ し ん か い200011STD ．Ｄ ＡＴ Ａ （訛1221D ）VE1986.5.26 ）

l. 潜 水 開始　2. 着 底　3. 航 走 開 始　 ４． ａ 網 設 霤IS　5. オ オ ホモ ラ来 蘢

6. オ オ ホ モ ラ退 去　7. 航 走　8. 脆 網 設勘21　9. ア カ ザ エ ビ来 籠　10. ア カ ザ エ

ピ 退 去　 ｊｌ． 航 走 停 止 ・ 浮 上　 １２． 浮 上 終 了

“ ＳＨＩＮＫＡ１２０００ ’ STD. DATA  (M虹221D  I VE19R6.  5.  26)

1. Began the submerge　2.  Arrived the bottom　 ３. Ｂｅｇａｎ the navigate

4. Set ｕp the fishing pot(l)　5. “ｆｌ ｒｏｍｏＸａ 鈿1｝９・icus ゛ came to the fishing

pot　6. “ 癶2ｒａ朋ｑyg Jlaj5a ｓs’Ｅａ･"went away　7.  Navigate　8.Set 叩the

fishing pot　9. ‘ＩＭｇｆａ。。μiｒ∂μJlaj5 ∂ｓl’ｆｕｊ ”ｃａ川ｅ tｏ the fiｓhing pot　1 0.

10.  "Metanephro 夕sj αj》ａｓj･ごus" went away　11.  Stopped the navigate and

leaved the sea  bottom　12.  End t ｏ ｆｌｏａt

生物が．観察・撮彫用の灯火に集まるのが観察さ

れた．

ウ．潜航・着底直前§Ｃ，海底の割目ぞい|こ殻

長５cm前後の白色の２枚貝の生息するのが観察さ

れた．

エ．その他に魚類・軟体動物（貝順・頭足類）

・旁II皮動物・甲殻類・大型褐藻の切端・ジ，－ス

の空缶が観察された．

嵋． 考　 察

アカぜエピの海底での生息状況は，“ しんかい

2000 ゛による1984 年５月の底魚漁場調査の話

察，今回1986 年５月 の観察から，「フカザエビ

は，海底では一尾づつ棲み場をつくり，餌をとる

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARC卜l　19871



このことから， アカザエビとサガミアカザエピ

の違いはあるものの，今後のアカザエビ潜航調査

では，水温・塩分・流れ・地形・対象生物分布密

度等諸条件も加味した調査，明るさと餌の組合せ

Ｒ:よる" 漁只|こ対する行動' の調査を行うべきで

あろう。

図 ７　 アカ ザエ ビISf,ja・鯒ｒ･ゆｓ洳加１･･Ｅｓｊの有

餌 顎網|こ対する行 動

Ａ: 艇の 後方から籥網へ近づく　 Ｂ: 籠網か

ら採取網へ　 １～ ６： 籠網 周辺 の行動

Ｔｈｅ action ｏｆ “Ｍ飢･ｌ砂加砂ｓ jl郎711-

cxjsll for the fishing pot with bait

A.  Came t0 1he pot from the back of

" SH1NKA1 2000 ’ Ｂ. To the catch

net from the pot　1-6. Action of it

around the pot.
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前 方 上 部の タ リウ ム ラ ンプ １灯 のみ の 点 灯 では ，

光 の影 に な る艇 の右 舷 後 方 か ら 籠 網 に 接 近 ・接 触

し てい る が ，艇 の前 方 の ものは ， 一 定距 離以 内 に

接 近 し てい な い 。 こ の 時 点 で の 流れ は ， 着 底 時 及

び艇 の 流 動時 の 濁り の流 去状 況 から ， 艇 の 前 方 か

ら 後 方 へ の微 流 と判 定 され た。

こ の ため， 籠 網内 の ステ ンレ ス製 餌 袋 中 の カ タ

クチ イワ シ の 餌 とし て の誘引 物 質 も， 流れ の 方 向

に 拡 散 した と 考え ら れ る。

こ の こ とか ら ， アカ ザエ ピ は ， 走 光 性は 負 走

化 性は 正 の走 性 を 有 す ると 判 定 し た。

サガ ミアカ ザ エピ Ｍｅｌａｙｌｅｐｈｒｏ恥 ｓａ即･miensis

で は ， 小 型箙 網 に 生 の サバを 入 れ， 餌 に よ る 綉 集

生 物 観 察 を 行 っ だ しん かい2000 ゛に よ る 調 査

時 には ， 点 灯 下で 翦網 に 近 づ き ，籠 網 に 這い 上 っ

てい る 〔徳留 （1986 ）〕珮 艇 の位 置 と流 れ の 方

向 及 びサ ガ ミア カ ザ エ ビ の位 置 の関 係 が 不 明 で あ

る。

今 回 の調 査 では ， アカ ザエ ビ の籠 網 へ の 到 着は

走 化 性 と して も， 到着 後 の行 動 は 餌に よ る強 い 誘

引 効 果 ・ 走 化性 とは 考 え られ ず ， 籠網 又はI ’し ん

か い2000 “ に 対 し て様 子を み る警戒 行 動と も 考

え られ た 。
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写真1　オオホモラＲtX叫,必lj砂り夕･iｒｓが・龍網上部入り口に到達したところ

吋IS入l.]にillill. たところ

‘写真 2　アカザエビμ紿X,jgpl,ΓθβSμμ･jXC･龍網上部入り口から下りかけたところ

11部へi! からドり かけ たとこ ろ
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Pholo,  1  "  Palorrtola japonico"  approached

ihe upper  cnir<mce  of the fishing pot

Photo.  Z  " Metanephrops  ;af>0'iicus" be can lo

coiix' down  from  uhe  upper  en  nance of the

I! shiny Dot
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